
輸送機器の抜本的な軽量化に資する新構造材料等の
技術開発事業 令和3年度予算額 29.9億円（32.5億円）

産業技術環境局
産業技術プロジェクト推進室
03-3501-9221

事業の内容 事業イメージ
事業目的・概要
本事業では、エネルギー使用量及びCO2排出量削減を図る
ため、その効果が大きい輸送機器（自動車、鉄道車両等）
の抜本的な軽量化に繋がる技術開発等を行います。
具体的には、

成果目標
平成26年度から令和4年度までの9年間の事業であり、本事
業を通じて輸送機器の原材料を革新的新構造材料等に置
き換えることで、抜本的な軽量化（自動車車体の場合50%
軽量化）及び令和12年度において約464万トン/年のCO2
排出量削減を目指します。

（１）最適設計開発、試作開発

（２）接合・接着技術開発

（３）材料・磁石開発

① 複数の材料を適材適所に利用したマルチマテリアル化の最適設計手
法、評価手法、マルチマテリアル部材のリサイクル技術等の開発を行い
ます。また、これまでの研究開発成果の集約に向け、マルチマテリアルボ
ディの試作や基盤の構築にむけた取組を行います。

② 複数の材料を使うために必要な接合・接着技術の開発を行います。
③ 高強度の非鉄軽量合金材料や、小型・高効率モーターを実現する高
性能磁石等の開発を行います。

例）新磁石開発
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例）マルチマテリアルCAEによる形状最適化
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従来技術 本事業開発
例）片面マルチマテリアルボディの試作
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マルチマテリアル化に対応した最適設計ツールの開発を行うとともに、開発した構
造部材を実装したモデルを試作し、マルチマテリアル化にむけた検証を行う。

難接合材の同種間や、異種材料間
（軽金属/複合材料間等）について、
接合・接着技術を開発し、リサイクル性
も考慮した革新材料の実用化、マルチ
マテリアル化を促進する。

高強度の非鉄軽量合金材料開発や、高性能
新規磁性材料等を開発するとともに、実装による
モーター評価等を行う。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

これらの最適設計・評価手法、接合・接着技術、材料開発が一体となっ
た開発を通じ、輸送機器の抜本的な軽量化につながるマルチマテリアル
化による省エネルギー化を世界に先駆けて実現します。 例）固相摩擦撹拌接合技術

軸方向
塑性流動

回転塑性流動

ツール回転

これまで開発してきた材料・接合技
術・設計技術を集約したボディを試作

鉄/CFRP 異種材接合等
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